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第３回市民ワークショップグループ検討結果　①産業振興

基本
目標

 目指すまち

の姿

 抽出さ

れた
キー

ワード

考え方

役割

市民 市役所

①
【
産
業
振
興
】　
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
て
躍
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

L
e
t

’s

ワ
ー
ク
２
な
ま
ち
倉
吉

Let’s　
農業

田畑の集約化や
山林の活用によ
り農林業を活性
化し、農林業が
盛んなまちとな
る

・地元のおいしいものを市民が知り、外の人に発信（直販
所）
・農産品を使って加工品を作るために、学習会・講習会を実
施
・農業大学校などを使い、農業体験プログラム・農泊などを
実施
・ICTを活用した農業
・農地のムラ社会を解体して、風通しをよくする

・地域の特性を活かした農
産物に関する支援
・デジタル化や農地統合等
による効率化に向けた検討

Let’s　
Stay

観光情報の効果
的な発信やにぎ
わいを創造する
イベント の検討
により、人をた
くさ ん呼 べる ま
ちと し 、遊 んで
も働いても楽し
い施設やスポー
ツ施設等の整備
により、人が滞
在するま ちとな
る

・地元の良いところを市民が知り、外の人に発信
・遊休施設を活用して、人が集まる拠点
・竹林の活用

・観光施設、名所の整備及
び受入体制の検討・構築
・滞在施設の整備及び受入
体制の検討・構築
・情報発信の充実強化

Let’s　
Work

既存商業施設・
企業の魅力の再
発見、新たなお
店や企業の誘致
により、若者に
と っ て 働 き た
く・住みたくな
るまちとなる

・市民自ら市内の色々なところで自由な働き方をしてみる⇒
発信
・企業のお仕事体験
・域外の人と働く、引き寄せる
・市長のTikTokを地元高校生が管理

・既存情報の整理
・出店支援策の充実等によ
る企業誘致
・情報発信の充実強化
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第３回市民ワークショップグループ検討結果　②健康福祉人権

基本
目標

 目指すまち

の姿

 抽出さ

れた
キー

ワード

考え方
役割

市民 市役所

②
【
健
康
福
祉
人
権
】

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
　

み
ん
な
が
手
を
取
り
合
っ
て
歩
め
る
健
康
な
ま
ち
倉
吉

みん
な

子育て支援の充
実、健康づくり
の推進、医療・
介護支援の充実
や人権尊重等に
より、だれもが
暮らしやすいま
ちとなる

・子育て 
支援グループサークルを口コミ、参加、利用
保育等ボランティア参加（高校生）
・介護 
スキマ時間を使ってのボランティア
・健康 
地元野菜・食材を利用した料理で健康↑
セルフメンテナンスの教室の開催・参加
・人権 
１人１人を理解するためのコミュニケーション活動

・子育てや介護環境の
充実
・健康づくりができる
環境の整備
・人権尊重、理解を深
めるための啓発

手を
取り合

う

共助を促す地域
コミュニティの
形成により、孤
立・孤独を防止
し、互いに手を
取り合って暮ら
していくまちと
なる

・場を整える 空きスペースの提供・情報発信
・コミュニティ（小単位）の参加 年代、推し、興味 
etc
・自治公への参加

・地域コミュニティづ
くりの支援
・人や状況に応じた支
援メニュー等の情報発
信
・地域における共助を
育む地域福祉の推進

歩め
る

歩道の整備等に
より、歩きやす
い町となること
で、みんなが歩
け、活動でき、
生活しやすいま
ちとなる

・歩くことを通して市の魅力を知る
・各エリアで詳細な散歩コース・マップ作り
・環境チェックしながら歩く ゴミひろいウォーク
（ビーチクリーン 街バージョン）

・歩きたくなる、出か
けたくなるような健康
づくりのための情報発
信
・道路の整備等だれも
が歩きやすく、生活しや
すい環境づくり
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第３回市民ワークショップグループ検討結果　③教育文化

基本
目標

 目指すまち

の姿

 抽出さ

れた
キー

ワード

考え方

役割

市民 市役所

③
【
教
育
文
化
】
未
来
を
拓
く
人
を
育
て
、
芸
術
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
　

倉
吉
プ
ラ
イ
ド
と
グ
ロ
ー
バ
ル
交
流
が
あ
る
ま
ち
倉
吉

グ
ロー
バル
教育

世界と交流できる
街を目指した特色
ある教育活動によ
り、グローバルな
視点を持った人材
が育つまちとなる

・グローバル文化に触れる意識を持つ
・活動への積極的参加

・グローバル化を意識
した教育活動の推進と
学習機会の提供
・グローバル文化の普
及、機運醸成に向けた
企業や地域との連携

学び
続け

るまち

市民が生涯にわた
り学び続ける環境
があり、地域で活
躍する人材が育っ
ていくことにより、
学び続ける文化が
根付くまちとなる

・世代を超えた交流の場をつくる
・自分の活動や知りたいことを発信してマッチン
グする

・生涯学び続けること
ができる環境や機会づ
くり
・学ぶ環境や活躍でき
る機会に関する情報発
信

くらよ
しの
歴文
化を
大切
にす
る

文化財等に関する
ワークショップの
開催等により、倉
吉の歴史を知って
いる市民が増え、
倉吉の文化を大切
にするまちとなる

・町中にアートがあふれる環境を住民みずから作
る
・自分の町内の歴史を学ぶ

・地域と連携したワー
クショップの開催等文
化財に触れる機会づく
り
・文化財やそれに触れ
る機会に関する情報発
信

文化
芸術
都市

美術館等との連携
な ど に よ り 、 文
化・芸術に触れら
れる機会を増やす
ことにより、倉吉
の文化を大切にす
るまちとなる

・ボランティア活動に参加→写真・動画拡散

・文化・芸術活動がし
やすくなるような環境
整備や情報発信
・倉吉の文化に関する
イベント等の開催・支
援や情報発信
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第３回市民ワークショップグループ検討結果　④生活環境

基本
目標

 目指すまち

の姿

 抽出さ

れた
キー

ワード

考え方

役割

市民 市役所

④
【
生
活
環
境
】
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
　

み
ん
な
が
住
み
た
い
ま
ち
倉
吉

移住
者が

増える
まち

移住したい人へ
のサポートを増
やし、移住者が
働きやすい街と
なることにより、
移住者が増える
まちとなる

・県外の友人や知り合いに倉吉の良いところを発信す
る（特に移住者）
・空き家をほったらかしにせず、パン屋さんなどのイ
ベントをしたり、空き家の紹介をしていく

・移住者を受け入れる
環境の整備
・移住希望者に対する
情報発信

自然
豊か

なまち

水がきれいでゴ
ミを減らすこと
により、生物多
様性が成り立っ
ている自然豊か
なまちとなる

・ごみの分別を徹底する
・ごみを出さない。減らす。コンポストを活用する
・水をきれいに保つために環境に優しい洗剤を使った
り、油分を流さない
・自然動物と共存する

・水質保全やゴミの減
量に関する取り組み強
化
・企業や地域への啓発

安心・
安全

なまち

交通安全教室を
増やし、飲酒運
転などをなくし
たり、防犯意識
の向上を図り犯
罪がなくなるこ
とにより、夜も
安心して歩ける
安心・安全なま
ちとなる

・交通安全の意識をあげる
・防犯灯を増やすように要望する
・詐欺にあわないように知識をつける

・交通安全や犯罪被害
の防止等に資する啓発
や情報提供
・夜も安心して歩けるた
めのソフト／ハード両
面の環境整備
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第３回市民ワークショップグループ検討結果　⑤都市基盤

基本
目標

 目指すまち

の姿

 抽出さ

れた
キー

ワード

考え方

役割

市民 市役所

⑤
【
都
市
基
盤
】
災
害
に
強
く
、
快
適
で
潤
う
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
　

行
き 

生
き 

息 

勢 

粋 

な
ま
ち
倉
吉

セーフ
ティ

ロード

点字ブロックが途
切れたりなどなく、
歩道をはじめセー
フティロードが整
備されているまち
となる

・危険な場所を市役所に知らせる
・どう直すのか伝える
・点字ブロックのまわりなどを除雪する

・道路の整備等だれも
が歩きやすい環境づく
り
・安全な道路整備に関
する情報収集
・LINEの活用

便利
な移
動手
段

バスの本数増加な
ど、車以外の便利
な移動手段がある
まちとなる

・自分が運転して人を移動させてあげる

・市内の移動手段充実
のための検討
・既存の移動手段の情
報発信
・利用・待合環境の整
備充実

魅力
あるコ
ンパク
トシ
ティ

ショッピングが楽
しめるお店や様々
な飲食店があるよ
う な 、 １ 日 ハ ッ
ピーですごせるま
ちとなる

・空き家があったらすぐに市役所に知らせる
・誰でもいつでも使えるようにキレイに維持する
・空き家を使ってイベントをひらく
・お店がまとまるように出店する
・試しに住んでみる

・飲食店や衣料品店な
どの誘致
・空き家空き店舗の利
活用推進

守り守
られる
防災

小学校での防災教
育や若者が消防団
に入りやすい環境
整備などが行われ、
守り守られる防災
環境があるまちと
なる

・地域で防災訓練を積極的に行う
・中学校や高校で防災の部活を立ち上げる
・地域ぐるみで防災に取り組む
・ニコっと笑顔であいさつや立ち話ができる関係
作り

・防災関連の啓発活動
・防災活動に参加して
もらいやすい環境整備
や情報発信


